
 

 

申請区分  人文社会系 

研究期間  2021年 4月 1日 ～ 2023年 3月 31日 

研究代表者  関西大学・商学部・教授・岡 照二 

研究分担者  関西大学・商学部・教授・中嶌 道靖 

京都先端科学大学・経済経営学部・准教授・呉 綺 

成果の概要  

本研究課題に対して、2年間の研究期間を通して、研究組織全員で SDGs社会におけるサステナビリ

ティ会計に関する規範的研究を行い、従来の企業会計からサステナビリティ会計へと展開させるため、

①コスト概念の拡張、②利益概念の変容が必要であると考察し、それに基づき実証研究および事例研究

を実施した。 

 初年度において、代表者の岡と分担者の呉は、外部公表データを用いた実証分析を行い、日本企業の

気候変動や生物多様性保全の実態を明らかにした。また、日本企業における自然資本経営・会計の現状

を明らかにするため、岡と呉は質問票を設計し、統合レポート発行企業に対して郵送による質問票調査

を実施した。つぎに、岡と分担者の中嶌は、日本企業における自然資本会計の動向について、生物多様

性保全から価値創造へと展開していることに注目し、日本企業の事例研究を行った。研究成果として、

初年度は学術論文 2本、学会発表 4回実施した。 

 最終年度において、岡と呉は質問票調査から得られたデータを集計・分析し、サステナビリティ会計

における自然資本の認識・測定・開示の実態を明らかにし、「社会的費用の内部化」という議論に対し

て自然資本の側面からも検討した。また、サステナビリティ経営に積極的に取り組む S社に対してイン

タビューを複数回実施し、サステナビリティ経営を支援する管理会計システムについて調査した。さら

に、S社が支援するボルネオ島で生物多様性保全に取り組む認定 NPO法人のワークショップに参加し、

S 社のサステナビリティ経営において専門性を有する認定 NPO法人の重要性を考察した。つぎに、中

嶌はマテリアルフローコスト会計（MFCA）と原価企画の連携可能性について規範的研究を行い、MFCA

がサステナビリティ管理会計手法として発展することができるとした。研究成果として、最終年度は学

術論文 3本、学会発表 4回実施し、今後も学会発表・雑誌論文において研究成果を公表していく。 

 
  

研究拠点形成支援経費 

SDGs 社会を支援するサステナビリティ会計システムの

開発 



研究成果  

〔雑誌論文〕 計（ 5 ）件  うち査読付論文 計（ 1 ）件 
（著者名、論文標題、雑誌名、巻、発行年、最初と最後のページ、査読の有無） 

1 Shoji Oka, Qi Wu, Michiyasu Nakajima, Accounting for Natural Capital in Japanese 
Companies: From Biodiversity Conservation to Value Creation of Natural Capital, Kansai 
University Review of Business and Commerce, No. 21, 2022, pp. 31-50, 査読無。 

2 天王寺谷達将・諸藤裕美・中嶌道靖・鈴木寛之・木村麻子、企業理念に直結させたサステナビリティ
配慮型製品開発－三菱ケミカル株式会社の実践を通じた探索的研究－、管理会計学、第 30 巻第 1
号、2022年、pp. 105-121、査読有。 

3 岡照二、日本企業におけるサステナビリティ会計と自然資本、水資源・環境研究、第 35巻第 1号、
2022年、pp.15-23、査読無。 

4 岡照二・呉綺、サステナビリティ会計の構築に向けた社会的費用の内部化、関西大学商学論集、第
67巻第 4号、2023年、pp. 1-14、査読無。 

5 中嶌道靖・田中雅康、マテリアルフローコスト会計（MFCA）のサステナビリティ管理会計手法への
発展に向けて：原価企画との手法的連携可能性について、関西大学商学論集、第 67巻第 4号、2023
年、pp. 27-38、査読無。 

 
 

〔学会発表〕計（ 8 ）件  うち招待講演 計（ 0 ）件 
（発表者名、発表標題、学会等名、発表年月日、発表場所） 

1 Shoji Oka, Qi Wu, Michiyasu Nakajima, Climate change-related risk management: Tracking 
TCFD in Japanese firms, 6th CSEAR France and 25th EMAN Conference, 18th, May, 2021, 
Audencia Nantes University, Nantes, France (ONLINE). 

2 中嶌道靖・田中雅康、原価企画力を高める見積製品原価計算について、日本管理会計学会 2021年度
年次全国大会、2021年 8月 27日、長崎県立大学（オンライン）。 

3 岡照二・呉綺、気候変動リスクとカーボン管理会計、日本管理会計学会 2021 年度年次全国大会、
2021年 8月 28日、長崎県立大学（オンライン）。 

4 中嶌道靖・田中雅康、マテリアルフローコスト会計（MFCA）の管理会計手法としての発展： 原価
企画との手法的な連携可能性について、日本原価計算学会第 47回全国大会、2021年 9月 1日、同
志社大学今出川キャンパス。 

5 Shoji Oka, Qi Wu, Integrating Sustainable Procurement of Palm Oil and Biodiversity 
Conservation in Japanese Companies: A Stakeholder Theory Perspective, Dresden Nexus 
Conference 2022, 24th, May, 2022, United Nations University Institute for Integrated 
Management of Material Fluxes and of Resources (UNU-FLORES ) (ONLINE). 

6 中嶌道靖・田中雅康、日本の主要企業における原価企画の現状と課題、日本管理会計学会 2022年度
年次全国大会、2022年 8月 29日、明治大学駿河台キャンパス。 

7 岡照二・呉綺、サステナビリティ会計における社会的費用の内部化に関する研究、日本原価計算研
究学会第 48回全国大会、2022年 9月 8日、日本大学（オンライン）。 

8 岡照二・呉綺、統合報告書発行企業における自然資本経営・会計に関する実態調査、日本社会関連
会計学会第 35回全国大会、2022年 10月 30日、九州大学・長崎県立大学（オンライン）。 
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申請区分  人文社会系 

研究期間  2021年 4月 1日 ～ 2023年 3月 31日 

研究代表者  関西大学・国際部・教授・池田 佳子 

研究分担者  関西大学・国際部・教授・古川 智樹 

関西大学・国際部・教授・アレキサンダー・ベネット 

関西大学・化学生命工学部・准教授・上田 正人 

 関西国際大学・社会学部・教授・山本 敏幸 

 熊本大学・教授システム学研究センター地域連携システム研究部門・教授・

都竹 茂樹 

 一橋大学・森有礼高等教育国際流動化機構全学共通教育センター・教授・ 

太田 浩 

成果の概要  

当該年度の成果の具体的内容・意義・重要性 

コロナ禍においてオンラインによる教育実践が展開し、今後従来の海外留学などの対面活動と組み

合わせて行う「ブレンド型の国際教育（以下ブレンデッド・モビリティ）」が、今後国内外で急速に発

展し、多様化するのは必至である。本研究では、次世代の国際教育モデルの開発と発信を行う拠点を構

築することを目標としている。情報工学、教授システム学、社会学、外国語教育、国際教育といった多

岐にわたる関連分野の研究者らが拠点の中核メンバーとして参加している。海外の高等教育機関及び

国際的大学間ネットワーク等にも協力を仰ぎ、国内外の学生と教職員が恩恵を受ける、日本のブレンデ

ッド・モビリティを提供するプラットフォームの形成を進めた。 

最終年度である 2022 年度になりようやく渡航し現地での調査などが可能となった。当初 2021年度

に予定していた活動を集中的に 2022年度に移動し、オンライン融合型の国際教育への関心度合いや、

実際のプログラム開発の状況などを、関係者からヒアリングを行うことができた。コロナ禍の収束は、

2023年 5月にWHOが世界的な終了を宣言し、日本ではようやく５類へのカテゴリ変更となるなど、

急速にポスト・コロナ禍フェーズを今迎えている。一方、欧州・米国等では、ほぼ 1年ほど前からすで

にインフルエンザと同様の扱いとなり、マスク着用なども義務化されなくなっていた。つまり、世界で

多様なポスト・コロナ禍下での動きとその速度が存在するということである。この移行期において、本

研究拠点形成支援経費 

急成長するオンライン融合型国際教育「ブレンデッド・モ

ビリティ」の実践研究とモデル開発 



研究最終年度として調査を行うことができたのは、大変意義があったと考えている。 

一方、国内のポスト・コロナ禍はこれからさらに変化を遂げる。関西大学では、2023 年度後期から

あたらたに BM(Blended Mobility)を柱としたオンラインとオンサイト（渡航型）国際交流学習を主流

とした取組を、補助金も獲得しながら推進することとなる。他大学においても BMへの関心は高まって

おり、今後の学びの DX(Digital Transformation)の一環として定着する過程が全国区で展開することが

予想できる。このプロセスについても、今後追跡調査を継続することで、次世代型の高等教育の一端を

創出することができる。したがって、本研究において培った研究拠点準備としての知見を活かし、さら

に大型・外部研究助成などを獲得し活動を継続していく予定である。 

 

期間全体の成果 

2年間の調査等は、国内外の国際学会等で中間成果発表、最終成果発表として多くの機会を得て発信

を行ってきた。研究（実施）成果に挙げた発表案件情報を参照されたい。中でも、インドネシアで開催

された QSApple2022、バンコクで開催された APAIE2023 は、国際教育分野において認知度の高い国

際大会であり、参加者らに本研究および本学の活動を周知する上で大変有益であったと考えている。 

2022 年度には、研究メンバーのうち関西大学所属の者で共著とし、関西大学高等教育開発センター

紀要にて論文を出版し、同年度 3月末には本研究に関連した 2件の図書を刊行した。 

尚、研究期間中の 2年間において、研究期間の途中ではあるが、関連研究活動に関する外部資金の獲

得につながっている点も、ここに付記しておく。2023年度トヨタ財団研究助成（代表：池田佳子）は、

2023年 5月からスタートし、3年間において研究を実施する（研究課題：『英語学位取得トラック理工

学系専攻外国人留学生対象の高度人材としての国内就職・定着を実現させる新しい学習支援スキーム

構築』研究費総額 900 万円。また、2023 年 4 月より 12 月までの 8 か月間において、American 

Association for Colleges and University (AAC&U)から、Norway Panorama COIL Initiative の事業

の（研究）受託を受け、国内外の COIL・Virtual Exchange 実践における効果検証を行う（研究テー

マ：ノルウェイ―米国―日本―韓国における COIL/VE実践の推進 研究総額 870万円 研究受託代表：

池田佳子）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



研究成果  

〔雑誌論文〕 計（ 2 ）件  うち査読付論文 計（ 2 ）件 
（著者名、論文標題、雑誌名、巻、発行年、最初と最後のページ、査読の有無） 

１ 池田佳子, 上田正人,アレキサンダー・ベネット,古川智樹 (2023). 『コロナ禍が契機となって台頭
したオンライン国際教育事情の一考察』関西大学高等教育研究 14号 105-110. 査読有 

２ IKEDA, K. & ABDUL, L. (2022). COIL/Virtual Exchange as a Driver for High-Performance 
International Partnership Building Beyond the Response to COVID-19. HEAD Foundation 
HESB Journal, No.12, pp. 23-27. 査読有 

 
 
〔学会発表〕計（ 3 ）件  うち招待講演 計（ 1 ）件 
（発表者名、発表標題、学会等名、発表年月日、発表場所） 

１ IKEDA, K.  QS APPLE 2023 11.09.2022  (於インドネシアジャカルタ市) 
発表標題 APAC 2022 [Panel Discussion 2: New School Education] 

２ IKEDA, K. (2023). AIEA 2023  02.20.2023（於米国 ワシントンＤＣ） 
発表標題 Confusion and Opportunity: Exploring the Many Meanings of Partnership 
https://www.aieaworld.org/assets/docs/Conference_Materials/2023/2023sessions/Confus
ion%20and%20Opportunity_%20Exploring.pdf 

３ IKEDA, K., BYSOUTH, D.(2023).  APAIE 2023 03.14.2023（於タイ王国 バンコク市） 
発表標題 International Education and Metaverse - Digitally Accelerated Method for COIL 

 
 
 
〔図 書〕 計（ 2 ）件 
（著者名、書名、出版社、発行年、総ページ数） 

１  池田佳子・古川智樹『それ、知りたかった！カイシャの日本語』 漢字検定協会出版 2023. 96頁. 
２  池田佳子（編）『ポスト・コロナ禍時代のグローバル人材育成 大学の国際教育のパラダイムシフ

ト』関西大学出版 2023. 206頁. 
※章執筆者：池田 佳子 （共著）,プールオミッド サッジャド （共著）,前田 裕 （共著）,藤田 
高夫 （共著）,山本 英一 （共著）,本村 康哲 （共著）,ベネット アレキサンダー （共著）,バ
イサウス ドン （共著）,岩崎 千晶 （共著）,古川 智樹 （共著）  

 
 
 
〔出 願〕    計（ 0 ）件 
（発明者、権利者、産業財産権の名称、産業財産権の種類、番号、出願年月日、国内・外国の別） 

 
 
 
〔取 得〕    計（ 0 ）件 
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https://www.aieaworld.org/assets/docs/Conference_Materials/2023/2023sessions/Confusion%20and%20Opportunity_%20Exploring.pdf
https://www.aieaworld.org/assets/docs/Conference_Materials/2023/2023sessions/Confusion%20and%20Opportunity_%20Exploring.pdf


 

 

申請区分  理工系 

研究期間  2021年 4月 1日 ～ 2023年 3月 31日 

研究代表者  関西大学・総合情報学部・教授・林 勲 

研究分担者  関西大学・総合情報学部・教授・広兼 道幸 

関西大学・総合情報学部・教授・堀口 由貴男 

 関西大学・システム理工学部・教授・徳丸 正孝 

 ボストン大学・心理脳科学部・研究助教・Arash Yazdanbakhsh 

成果の概要  

本研究プロジェクトは、介護施設の複数の利用者間で連帯して運動と音楽のハーモニーが高まり、利

用者が喜びを共有する新しいコミュニケーション環境を構築するものである。具体的には、機械学習で

利用者の行動解析を行い【林】、サーモグラフィーから深層推論で利用者の健康指標の見える化を行う

【広兼】。また、運動と音楽の相乗性創出および運動の心理的な負荷軽減は VR システムによって制御

され【徳丸】、身体運動の分析はインタラクションモデルによって行われる【堀口】。なお、利用者の動

作からパーキンソン病診断も推定する【Yazdanbaksh】。 

2021 年度と 2022 年度の研究成果は次のとおりである。ただし、予定していた介護施設「藤ミレニア

ム」への訪問はコロナ感染症により延期された。 

 

1) 研究確認：それぞれのメンバーの研究進捗状況を定期的な遠隔会議で行い、各メンバーの成果を第

37回及び第 38回ファジィシステムシンポジウムの企画セッションで発表した。また、その他の学会発

表会で成果を報告した。 

2) 動画の行動解析とパーキンソン病診断：2021 年度 2022 年度を総合して、ビデオ画像からの動作

解析のため、誤判別データ周辺にファジィルールを生成し、また、その周辺領域 G 内にバーチャルデ

ータを発生するアンサンブル学習モデル pdi-Baggingと pdi-Boosting，及び，pdi-BoostingGを提案

し、その精度と有用性を検討して論文を学会誌に掲載した。また、ボストン大学との共同研究で、利用

者がリズム音楽とともにディスプレイ内でキャラクターをボタンでジャンプさせるパーキンソン病診

断システムのゲームを開発した。このシステムにより、利用者はこのリズム音楽とボタン運動を調和

研究拠点形成支援経費 

Harmonized Fitness︓音楽運動のアンサンブルによる健

康づくりのスマート化 



（Harmonize）しながらゲームを楽しみ、一方で、利用者の行動パターンからパーキンソン病の重症度

を推定することができる。本システムを学生に対して被験者としてプレ実験を行い、システムの有用性

を議論した。 

3) サーモグラフィによる健康指標の見える化：2年間の研究期間で、ステップ運動時におけるサーモ

グラフィ画像から、深層学習 LSTM（Long Short-Term Memory）と VGG16を用いて様々な生体情報

（心拍数、深部体温、体表温度、筋電位）を予測する仕組みを提案した。さらに、予測した生体情報か

ら 5つの健康指標（熱中症リスク、カロリー消費率、相対運動強度、脂肪消費率、筋肉疲労度）を評価

して健康指標をレーダーチャートで見える化する仕組みを検討し、精度面からその有効性について検

証した。 

4) 運動と音楽の相乗効果： 2021 年度は、VR デバイスを用いて視覚・聴覚・触覚に擬似的な力覚提

示を行うことで、クロスモーダル効果による運動の心理的な負荷が軽減し運動に対するモチベーショ

ンを維持することが可能となるシステムを開発した。健常者による実験では、被験者の運動能力の向上

には寄与しなかったが上昇感の提示を行うことで主観的な疲労感を軽減する効果が見られ、システム

の操作性の問題からハーモニー創出の効果は確認できなかったが、グループで役割分担して合奏する

ことがコミュニケーション促進や運動継続へのモチベーション維持に有効であることが示唆された。

2022 年度は、この VR デバイスを用いて、視覚変化による錯覚を高める改良を行った。大学生に対す

る実験結果からは、没入傾向には個人差があり提案システムの有効性が被験者により差があることや、

提案システムが運動強度を保ちつつ主観的な疲労度のみを減少させることが確認された。また、前年度

に開発した運動動作を音に変換してハーモニーを創出するシステムを高齢者が楽しく使用できるため

に、複数のプレイヤーの動作のズレを補正することで音楽リズムを崩さずにハーモニーを創出できる

補正技術を開発した。 

5) 身体運動の差異の分析技術：2021 年度は、(1)RGB-D カメラで撮影した身体運動の動画像から各

身体部位の空間位置を多次元時系列として記録するモジュールを開発し、(2)統計的機械学習の技術を

応用して、身体運動の多次元時系列を少数のパラメータで動的システムとして記述する潜在状態空間

モデルを作成するモジュールを開発した。2022年度は、統計的機械学習モデルGPDMを用いて、身体

運動を記録した高次元時系列を低次元の潜在変数のダイナミクスに要約するとともに、潜在変数の系

列から身体運動を再構成するモジュールを開発した。さらに、同モジュールを用いて、異なる身体動作

データ間に潜む体の使い方の差異を調べて可視化する動作解析技術を開発した。歩行動作と身体能力

テスト運動動作に対して開発技術を応用し、運動条件による体の使い方の違いやトレーニングによる

変化を効率よく特定できることを確認した。 
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成果の概要  

本研究課題では、選択的なガス吸着能を示す金属有機構造体（MOF）およびゼオライトを構造制御

し、分離膜ならびに吸着剤としての応用可能性について検討した。MOFやゼオライトは細孔径と親疎

水性の制御性に優れることから、これらを形態制御（薄膜化、賦形化）することができれば、高効率分

離への応用が期待できる。本研究のオリジナルコンセプトとして、アモルファス構造を有するMOFガ

ラスを結晶化させるプロセスで薄膜化・賦形化する新しい形態制御プロセスについて検討し、高性能

MOF分離膜を作製できる可能性を見出した。MOF膜の開発ならびにその評価は、研究代表者と研究分

担者・中川との共同で実施した。高性能ゼオライトの開発とその評価は、研究代表者と研究分担者・樋

口との共同で実施した。それぞれの材料物性の評価は研究分担者・福、池永と連携して実施した。本研

究において開発したMOF膜ならびにゼオライトはいずれもこれまでに報告例のない分離挙動を示し、

脱炭素化技術を加速させる材料開発に至った成果の一部として挙げられる。各種開発材料の分離メカ

ニズムの解明も進んでおり、効率的な分離プロセス、CO2 有効利用技術への筋道を立てることにつな

がった。本年度は、研究計画を円滑に遂行することに加え、次代を担う優秀な若手研究者の人材育成を

本学内から発掘・育成・輩出する機会として RAを任用し、上述の研究を実施することができた。昨年

度に続き、本年度も新型コロナウイルスの影響により、成果発表や研究会開催のための出張が制限され

る中で、遠隔形式での研究打ち合わせを実施したり、感染症対策を徹底した上で学外者の講師を招いて

の研究講演発表会や勉強会を本学内にて実施したりするなどして、本研究組織のみならず学内外の関

連研究組織の活性化に務め、研究ネットワークの充実・拡大を図った。 
 
 
 

研究拠点形成支援経費 

高透過・高選択性分離膜の革新的合成手法の開発と応用 
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